
≪記念講演≫
演題：「人生の挫折と俳句の革命 ‒明治28年前後の正岡子規の偉業について‒」
講師：青木 亮人 氏（愛媛大学教育学部教授）
日時：9月14日（日）午後2時~3時30分
会場：1階視聴覚室 ※聴講無料

≪総館長の関連講座≫
演題：「子規・「海南新聞」9月1日の俳句革新」
講師：竹田 美喜（松山市立子規記念博物館総館長）
日時：8月24日（日）午後2時～3時30分
会場：1階視聴覚室 ※聴講無料

≪ギャラリートーク≫
日時：8月9日（土）、9月20日（土） ※ともに午前10時から50分程度
会場：3階特別展示室 ※聴講には観覧券が必要

令和7年  8月2日（土）~9月23日（火・祝）
休  館  日　8月5日（火）・19日（火）・26日（火）、9月2日（火）・9日（火）・16日（火）
開館時間　午前9時～午後6時（展示室入場は午後5時30分まで）
会　　場　松山市立子規記念博物館  3階特別展示室
観  覧  料　個人 500円　団体 400円　65歳以上 250円　高校生以下 無料

松山市立子規記念博物館
℡ 089‒931‒5566  〒790‒0857  松山市道後公園1‒30   https://shiki-museum.com



　
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
は
、
子
規
が
従
来
の
文
学
活
動
を

集
大
成
し
て
過
去
と
決
別
し
、
命
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
俳
句
革
新

に
乗
り
出
し
た
年
で
す
。

　
明
治
二
十
八
年
一
月
、
子
規
の
日
清
戦
争
従
軍
が
内
定
し
ま
す
。

命
が
け
の
従
軍
を
覚
悟
し
、
俳
人
と
し
て
の
前
半
生
を
集
大
成
し
た

「
な
じ
み
集
」
を
遺
し
て
東
京
を
出
立
し
た
子
規
は
、
四
月
十
日
、

広
島
か
ら
中
国
・
遼
東
半
島
の
戦
場
へ
渡
航
し
ま
し
た
。
戦
地
で
は

軍
医
・
森
鷗
外
と
親
交
を
深
め
る
一
方
、
不
衛
生
な
環
境
に
病
状
を

悪
化
さ
せ
て
帰
国
の
船
中
で
大
喀
血
、
五
月
二
十
三
日
に
神
戸
病
院

に
入
院
し
ま
す
。
危
篤
状
態
に
陥
り
ま
し
た
が
、
高
浜
虚
子
と
河
東

碧
梧
桐
、
母
・
八
重
ら
の
看
病
で
奇
跡
的
に
回
復
し
、
七
月
二
十
三

日
に
須
磨
保
養
院
に
移
り
ま
し
た
。
再
生
の
喜
び
を
噛
み
し
め
、
俳

諧
研
究
を
再
開
さ
せ
た
子
規
は
、「
余
命
を
か
け
て
文
学
史
に
正
岡

の
名
を
残
そ
う
」（
子
規
漢
詩
「
正
岡
行
」）
と
強
く
決
意
し
ま
す
。

　
八
月
二
十
五
日
、
俳
句
革
新
の
覚
悟
を
胸
に
子
規
は
松
山
に
帰
っ

て
き
ま
す
。
松
山
で
は
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
教
員
と
し
て
赴
任
中
の

親
友
・
夏
目
漱
石
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
子
規
は
漱
石
の
下
宿
「
愚

陀
佛
庵
」
に
五
十
二
日
間
寄
寓
し
、
こ
こ
で
俳
句
結
社
「
松
風
会
」

の
俳
人
を
指
導
し
ま
す
。
九
月
一
日
か
ら
は
柳
原
極
堂
と
と
も
に
旧

派
主
導
だ
っ
た
『
海
南
新
聞
』
の
俳
句
欄
刷
新
に
着
手
し
、
さ
ら
に

松
山
に
新
派
俳
句
を
根
付
か
せ
る
べ
く
、
松
風
会
会
員
に
向
け
て
畢

生
の
俳
論
「
俳
諧
大
要
」
を
執
筆
し
、『
日
本
』
と
『
海
南
新
聞
』

に
連
載
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
松
山
で
の
俳
句
革
新
を
、「
日
本
の

文
学
を
興
そ
う
」
と
の
志
を
共
有
す
る
漱
石
の
友
情
が
後
押
し
し
ま

し
た
。
十
月
十
九
日
、
子
規
は
松
山
を
発
ち
、
奈
良
を
旅
し
て
「
柿

く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
の
俳
句
を
詠
み
、
同
月
三
十
一
日
、

東
京
・
根
岸
の
子
規
庵
に
帰
着
し
ま
す
。

　
約
八
か
月
ぶ
り
に
帰
京
し
た
子
規
は
、
自
ら
の
余
命
の
短
さ
を
自

覚
し
、
十
二
月
上
旬
、
高
浜
虚
子
に
文
学
事
業
の
後
継
者
と
な
る
よ

う
依
頼
し
ま
す
が
断
ら
れ
ま
し
た
（
道
灌
山
事
件
）。
こ
の
時
子
規

は
覚
悟
を
決
め
、
た
と
え
一
人
で
も
文
学
事
業
を
や
り
抜
く
決
心
を

し
ま
す
。
こ
の
年
子
規
が
蒔
い
た
俳
句
革
新
の
種
は
、
翌
明
治
二
十

九
年
以
降
、
高
浜
虚
子
・
河
東
碧
梧
桐
の
成
長
と
日
本
派
の
台
頭
、

子
規
庵
句
会
の
定
着
、
明
治
三
十
年
一
月
の
俳
誌
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』

創
刊
な
ど
、
豊
か
に
実
を
結
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
別
企
画
展
で
は
、『
明
治
二
十
八
年
』
一
三
〇
周
年
を

記
念
し
、
国
内
外
を
忙
し
く
飛
び
回
り
な
が
ら
、
前
半
生
を
集
大
成

し
後
半
生
を
踏
み
出
す
決
意
を
固
め
た
子
規
の
激
動
の
一
年
を
振
り

返
り
、
命
が
け
で
取
り
組
ん
だ
俳
句
革
新
や
そ
れ
を
支
え
た
仲
間
と

の
絆
を
新
た
な
視
点
か
ら
問
い
直
し
ま
す
。

ぐ

だ   

ぶ
つ  

あ
ん

し
ょ
う
ふ
う
か
い


